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要旨    

【序論（背景と目的）】 

半側空間無視は，大脳半球病変の反対側の空間情報を知覚して認知したり，反応した

り，その方向を向いたりすることの障害と定義される（Heilman et al., 1979）．半側空

間無視は脳卒中患者の機能的予後に大きく影響するため，リハビリテーションの重要なタ

ーゲットとなる．しかし，これまで急性期脳卒中患者の半側空間無視は過小評価されてき

た(Pijoan et al., 2018）． 

半側空間無視は，従来 Behavioural inattention test(BIT)( Wilson et al., 2018)に

代表される検査バッテリーで評価されてきた．しかしなら，こうした従来の検査バッテリ

ーは煩雑で施行に時間を要するため，急性期脳卒中患者に対してルーティン検査として行

うのは困難であった．また，仮にすべて検査ができたとしても，総得点での評価では，軽

微で潜在的な半側空間無視を検出できない可能性がある．従って，急性期脳卒中患者の半

側空間無視に対する簡便で鋭敏なスクリーニングツールの確立は，患者評価とリハビリに

おいて解決すべき重要な課題となっている． 

眼球運動は空間認知および注意の転導と強く関連する（Behrmann et al., 2001-2002）

ため，その定量的解析は，半側空間無視の有効なスクリーニングツールとなる可能性があ

る(Walle et al., 2019)．しかしながら，これまで，眼球運動の計測には，頻回のキャリ

ブレーションを要する電気眼振計が用いられていたため，急性期脳卒中患者に実施するこ

とは困難であった．近年我々は，より簡便に眼球運動計測が可能なビデオ眼振計を応用し

て，ベッドサイドで臥床患者に対しても使用可能な眼球運動測定装置を開発した．そこ
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で，本研究では，ビデオ眼振計による眼球運動評価を急性期脳卒中患者の半側空間無視の

実用的なバイオマーカーとして確立することを目的とした． 

【方法と対象】 

テント上に生じた急性期脳卒中患者の眼球運動を計測し，BITとの関連を検討した．対

象としての急性期脳卒中患者は，2015年 6月～2016 年 9月に入院した急性期脳卒中患者

843例（脳梗塞：647例，脳出血：196例）のうち，大脳片側病変を有する SCU 入院中の急

性期脳卒中患者で，急性期（発症 14日以内）中に同意が取得でき，眼球運動検査と臨床

的評価を完遂できた 47例である．脳卒中の既往歴，中等度以上の意識障害や明らかな視

野・視力・眼球運動障害がある患者は除外した．測定する眼球運動は saccade と smooth 

pursuitで，患者に仰臥位のままハーフミラー付き CCDカメラ内蔵 Frenzel眼鏡を装着

し，ビデオ眼振計を用いて記録した．視標はレーザーポインターで天井に投射した．

Saccadeは latency，peak velocity，amplitudeを, smooth pursuitは gain （眼球運動

の角速度/視標の角速度）を測定した．脳卒中の重症度として National Institutes of 

Health Stroke Scale (NIHSS)を評価し，半側空間無視の標準的評価としては，BIT検査を

施行した．また，研究にあたっては実施施設である横浜市立脳卒中・神経脊椎センター倫

理委員会で承認を得た（No.141502901）上で，症例ごとに書面で同意書を取得した． 

【結果】 

急性期脳卒中 47例の内訳は，脳出血 15例，アテローム血栓性脳梗塞 18例，心原性脳

塞栓 7例，ラクナ梗塞 5例，その他の脳梗塞 2例であり，年齢中央値 72歳，NIHSS 中央値

5 点，右病変 26例，左病変 21例であった． 

BITの成績は，総得点でcut-off値（131/146点）以下となった患者は47例中8例（17%）

のみであったが，下位項目が１つでもcut-off値以下となった患者は20例（43%）存在し

た．BIT総得点は右病変群で左病変群より低い傾向だが，統計学的には有意な差ではなか

った．下位項目においては線分二等分試験のみが右病変群で有意に得点が低かった． 

全症例の検討において，健側向きsaccadeのlatency，peak velocity，amplitude，患側

向きsmooth pursuit gainはそれぞれ対側に比して障害されていた (それぞれp = 0.08, 

0.02, 0.04, 0.02)．こうした眼球運動の方向選択的障害は，BITの総得点と有意に相関し

ていた（相関係数はそれぞれ-0.53, 0.48, 0.51, 0.39）．これらの相関は，眼球運動に

影響を与え得る年齢や脳卒中重症度（NIHSS）を考慮に入れた追加解析でも有意であっ

た． 

 眼球運動が潜在的な半側空間無視の予測因子となるかを評価したROC曲線では，健側向

きsaccadeのlatency，peak velocity，amplitudeおよび患側向きsmooth pursuit gainの
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AUC値はそれぞれ0.76, 0.79, 0.83, 0.67であった． 

【考察】 

半側空間無視と眼球運動の方向選択的障害の関連は，慢性期脳卒中患者では検討されて

きたが（Walle, et al., 2019），急性期脳卒中患者での検討は行われていない．本研究

は，臥床状態でも測定可能であるビデオ眼振計の利便性を生かして，テント上病変を有す

る急性期脳卒中患者において，半側空間無視と眼球運動の関係を明らかにした初報告であ

る．  

テント上病変を有する急性期脳卒中患者において，健側向き saccadeと患側向き smooth 

pursuitは，対側より障害されており，その方向選択的障害は，BITと有意に相関してい

た．眼球運動の各変数は加齢により低下し（Dowiasch, et al.,2015），脳卒中の重症度

によっても障害される (Leigh, et al.,2015)ことが知られており，本研究でも同様の傾

向が認められた．そのため，BIT総得点と年齢および脳卒中の重症度（NIHSS）を独立変数

として考慮に入れた解析を追加して行ったが，健側向き saccade，患側向き smooth 

pursuitともに，BIT総得点との相関は有意であった． 

今回は，眼球運動評価項目である各変数が，臨床的に検出できる明らかな半側空間無視

ばかりでなく，潜在的な半側空間無視を含め，感度の高い半側空間無視の予測因子となり

得るかを評価するために，BITの各下位項目のいずれかが cut-off値以下になっている患

者を，全て半側空間無視の検討に含めた．こうした観点からいえば，我々の用いたビデオ

眼振計の計測システムは，臨床的に明らかな半側空間無視患者だけでなく，潜在的な半側

空間無視患者をも検出するツールとして有用と考えられる． 

今回，仰臥位で測定可能なベッドサイド検査機器を用い，急性期テント上脳卒中患者の

眼球運動を計測したところ，健側向き saccadeや患側向き smooth pursuitの障害が存在

し，しかもその方向選択的障害が，BITの成績とよく相関していることが新規の知見とし

て明らかになった．本検討により，ベッドサイドでの眼球運動の定量的評価が，実用的で

鋭敏な半側空間無視のバイオマーカーになる可能性が強く示唆された． 
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